
 

 

2024 年度 大正大学 

【学校推薦型選抜】 

高大接続入試（指定校） 

事前課題 

 

 

 
 

 



【問 題】  

 

次の会話文は、高等学校の担任の先生に対して、生徒であるＡさんが、推薦入試の志望理由

の書き方について相談しているところを示したものである。この会話文を参考にして、 

志望学科・コースへの志望理由書を、1000字以内で作成しなさい。 

※所定の解答用紙に、黒のボールペンまたは万年筆で記入すること。 

 

①  

Ａさん：先生、志望理由って何を書けばいいのですか？ 

先 生：漠然とした質問だねえ。志望理由って君の理由だろ？ 僕は君じゃないから、 

何を書けばいいのかなんてわからないよ。 

Ａさん：そんなこと言わないで、何かヒントをください。 

先 生：冗談だよ。Ａさんの質問はいつも漠然としているので、ちょっとふざけただけだよ。

Ａさん：よかった。 

先 生：それで、志望理由って言うけれど、どこの大学のどんな入試なの？ 

Ａさん：あー、そうでした。○○大学の経済学部経営学科、推薦入試です。 

先 生：なるほど。じゃあ聞くけど、Ａさんは、何で経営を学びたいと思ったの？ 

Ａさん：テレビで、会社を立ち上げた社長が、苦労して会社を大きくしていく 

ドキュメンタリーを観て、かっこいいなあと思ったからです。 

先 生：へえ。Ａさんは、会社を作りたいわけ？ 

Ａさん：いやあ、それはちょっと無理かなあと。社長って大変ですよね。 

先 生：そんな志の低いことでどうするの。まあ、それはそれでいいけれど。 

でも、社長を目指さないとして、それでも経営学なのはどうしてなのかな？ 

Ａさん：経営に詳しいと、将来会社に入って役立つのじゃないかと思うのです。 

先 生：例えば？ 

Ａさん：いえ、詳しくはわかりません 

先 生：正直なのは悪くないけど、そんなに大まかな理由だと、志望理由にはならないな。 

Ａさん：えー、ダメなのですか。どうしよう。先生どうしたらいいのですか。 

先 生：もう、少しは自分で考えなよ。仕方ないなあ。じゃあ、少し時間をかけて、 

経営学について調べてみたらどうかな。 

Ａさん：わかりました！ だけど、何を調べればよいのですか？ 

先 生：返事だけは素晴らしい！でも本当は、自分で何を調べるのかも考えるべきなのだよ。

まあ今回は、受験情報誌と、経営学のことがわかる本を貸してあげるので、 

きちんと読んで、Ａさんが興味を持ったことを、簡単にまとめてくること。 

Ａさん：ありがとうございます！ 頑張ります！ 

先 生：その本だけではなく他の本を探したり、ネットでもよいので自分で調べるのだよ。 

Ａさん：はい、わかりました！ 

 



② 

Ａさん：先生、調べてきましたよ。 

先 生：ものすごく自慢げな顔だけど、どうだったかな。 

Ａさん：経営学って、戦略、組織、マーケティング、会計について学ぶんですよね。 

先 生：おお、ちゃんと読んできたみたいだね。 

それでＡさんは、それらのうち、どれに関心を持ったのかな。 

Ａさん：もちろん戦略ですよ。どうやって企業を大きくしていくか、 

よい会社にしていくかを決めるなんて、かっこいいじゃないですか。 

先 生：その、「かっこいい」という感想はやめようよ。 

じゃあ、質問を変えるけど、Ａさんはどんな企業の戦略に関心があるのかな？ 

Ａさん：うーん……。 

先 生：ちょっと難しいかな。じゃあ、好きな商品とかは？  

なにか、Ａさんが欲しいなあと思うものでいいんだよ。 

Ａさん：そうですねえ、あ、オモチャです。 

先 生：へえ、どんなオモチャが好きなの？ 

Ａさん：ボードゲームです。 

先 生：知らなかったなあ。で、どんなボードゲーム。オセロみたいなの？ 

Ａさん：先生なんにも知らないのですね。 

たとえば、「メイジナイト」とか、「スピリットアイランド」ですね。 

海外のボードゲーマーにも人気があるのですよ。 

先 生：い、いきなり饒舌だねえ。さすがに先生もそれは知らないなあ。 

でも、Ａさんにそんな趣味があったとはね。 

志望理由のよい「きっかけ」になるのじゃないかな。 

Ａさん：え、そんな趣味みたいなのを書いてもいいのですか？ 

先 生：もちろんだよ。 

Ａさん：もしかして、ボードゲームの会社に就職して経営戦略に関わりたい、 

みたいな感じですか？ 

先 生：まあ、それも悪くないけど、そんなに急がないで、もう少し丁寧に考えようよ。 

まず、志望理由の「きっかけ」は、ボードゲームが趣味であるということで、 

ゴールの「将来の夢」が、ボードゲーム会社の経営戦略とするとして、 

その間を埋めていこうよ。 

Ａさん：もしかしたら、「経営学への関心」ということですか？ 

先 生：今日は鋭いね。ちょっと勉強してくると変わるものなのかな。 

まあ、それはおいといて、Ａさんが最高の名作と思うボードゲームってなんなの？ 

Ａさん：そうですねえ……、やっぱり先生がさっき言っていたオセロですかね。 

先 生：おやおや、オーソドックスなんだね。でも、どうして？ 

 

 



Ａさん：すごいゲームはたくさんあるんですが、あれだけ日本中の大人から子どもまで多く

の人が、これほど長く遊んだゲームはないんじゃないかなと思うんです。 

そういう定番のゲームが、やっぱり名作なんじゃないかと。 

先 生：好きなだけあってしっかりした意見だね。ちょっとまとめるね。 

 

・子どものころからボードゲームが好きだった。 

・新作はたくさんあるが、オセロのような定番のボードゲームに関心がある。 

・そういう定番のゲームをつくる会社で働きたい。 

 

メモしたかな？ 

Ａさん：はい。 

先 生：じゃあ、明日また一緒に考えようよ。 

明日までに、ボードゲーム制作会社について、簡単に調べてきてよ。 

Ａさん：はい。なんだか楽しくなってきたなあ。 

  



③  

Ａさん：先生、調べてきましたよ。私もよく知っている会社ですが、△△っていう会社で 

ものすごく有名なんですよ。ボードゲームやトレーディングゲームの開発では 

世界的にも知られていて、トレーディングゲーム専門店も全国に出していますね。 

先 生：昨日より、さらに自慢げな顔だなあ。 

Ａさん：好きなことなので、楽しく作業ができます。 

先 生：楽しめるのはいいことだよ。さて、その会社は、Ａさんが昨日言っていたような、

定番のゲームを開発したことがあるのかね？  

Ａさん：はい、□□というゲームは、作られてから２０年だそうですが、今でも売れ続けて

います。 

△△社の社長も、「長く愛されるゲームの開発」をモットーとしているようです。 

先 生：そうなんだ。今のオモチャは、そういうものではないということかな。 

Ａさん：それも調べたんです。アニメやヒーローもののグッズやオモチャは、 

大ヒットはするけれど、１年で終わるらしく、もったいないし、 

たんなるお金儲けでしかないですよね。なんとかレンジャーのシリーズなんて、 

まずオモチャありきで、オモチャにあわせてストーリーを作っているとも 

言われています。そのようなものではなくで、子どもたちから長く愛される 

オモチャを私は作りたいのです。 

先 生：なるほどね、先生もうちの息子と、たまにジェンガをやるけど、長く遊べるよね。

家族の関係をよくするのにも役立っているのかもね。 

Ａさん：そうです、社会にも影響を与えるオモチャですね。 

先 生：なんだか人が変わったようだね。それは、十分な志望理由になるよ。 

また整理してみよう。 

 

・子どものころからオモチャ、なかでもボードゲームが好きだった。 

・現在のオモチャは、アニメやヒーローものの番組とタイアップしたものなど、 

大ヒットはするが、短期間の流行で終わる。 

・それは、お金儲けでしかなく、本当に愛されるオモチャとは言えない。 

・ボードゲームの新作はたくさんあり、それはそれで面白いが、 

オセロのような定番ゲームに関心がある。 

・将来は、そういうゲームをつくる会社で働き、経営戦略に携わり、 

長く愛されるゲームを作り出していきたい。 

 

Ａさん：おー、なんだか立派なものになりましたねえ。 

先生、これで志望理由は完成ですか？ 

先 生：あせっちゃだめだよ。あと少しだから、もうちょっと頑張ろうよ。 

Ａさん：そうですよね。そんなに甘くはないか。わかりました！  

先 生：今日は遅くなったので、また明日おいで。 



④ 

先 生：今日は、パソコンを用意したので、調べてみないかい？ 

Ａさん：はい。でも、なにを調べるのですか？ 

先 生：大学での学びだよ。Ａさんが志望する大学の学部・学科で、 

どんな講座やゼミがあり、何を学べるか、大学のホームページで調べてごらん？ 

あ、そうそう、○○大学の入試要項と大学案内も用意しておいたので、 

これも参考にね。ちなみにＡさん、実は大学での学びを調べることが最も重要だと

言ってもいいんだよ。 

Ａさん：そうなんですか？ 

先 生：そりゃあそうでしょ。その大学に入りたいということの理由なんだから、 

ある意味ラブレターみたいなもんだよ。だとするならば、大学のどこが好きなのか、

つまり、大学のどんな学びに関心があるのかを伝えることがメインになるのは 

当然だね。 

Ａさん：なるほど、わかりました。先生、パソコンや資料、ありがとうございます。 

本当は、自分で用意すべきでしたね。すみません。 

先 生：まあ、今回はよしとしよう。Ａさん、頑張っているから、ご褒美だね。 

Ａさん：ありがとうございます。じゃあ、早速調べてみます。 

・・・・・・ 

先 生：さあ、そろそろいいかな。何か気になった講座やゼミはあったかい。 

Ａさん：はい。「イノベーションと経営戦略に関する研究」という××先生のゼミが、 

面白そうです。いくつかの商品のなかで、主力商品を開発し、販売し続けている 

企業の経営戦略を学べるようです。 

先 生：いいじゃない。ゼミ以外ではどう？ 

Ａさん：実際の企業について研究している講義、企業経営の実務を模擬体験できる 

講義などが面白そうです。 

先 生：よく調べたね。じゃあ、Ａさんなりにまとめてみてよ。 

これまでに僕がまとめたものを参考にね。  

Ａさん：はい。わかりました。ええと、 

 

    ・子どものころからオモチャ、なかでもボードゲームが好きだった。 

・現在のオモチャは、アニメやヒーローものの番組とタイアップしたものなど、 

大ヒットはするが、短期間の流行で終わる。それは、お金儲けでしかなく、 

本当に愛されるオモチャとは言えない。 

・ボードゲームの新作はたくさんあり、それはそれで面白いが、 

オセロのような定番ゲームに関心がある。 

・そういう定番で長く愛されるゲームをつくる会社で働き、経営戦略に携わり、 

長く愛されるゲームを作り出していきたい。 

 



・そのためには、大学で、経営学、なかでも企業戦略について学びたいと 

考えるようになった。 

・○○大学経済学部経営学科では、実際の企業について研究している講義や、 

企業経営の実務を模擬体験できる講義がおかれている。 

・「イノベーションと経営戦略に関する研究」という××先生のゼミでは、 

いくつかの商品のなかで、主力商品を開発し、販売し続けている企業の 

経営戦略を学べる。 

・大学での学びを活かして、将来は、長く愛される定番ゲームを開発、 

販売する企業で、経営戦略に携わりたい。 

 

こんな感じで、先生、どうでしょうか？ 

先 生：大変よくできていると思うよ。頑張ったねえ。これで文句ないということではない

し、まだまだ書きたいことも出てくるかもしれないけれど、一応志望理由の内容と

しては整ったね。 

Ａさん：はい！ 

先 生：あーそれから、1年生の時に何を学んで、２年生以降、どう専門に繋げるのか、 

そういう具体的な学修計画のイメージを作ってほしいな。 

それに、大学での学び以外の活動や、学外でのことなども考えておくとよいね。 

先生が若いときは、ボランティアやフェスに参加したものだよ。 

そこで学べることも、大切なんじゃないかな。 

Ａさん：いろいろ考えなければならないのですねえ。 

先 生：おいおい、もうちょっと聞いてよ。大学の学びを調べるということは、 

その大学の教育目標を知ることになるわけだけれど、その教育目標を、 

Ａさん自身の学びの目標に紐づけることなんだよ。 

Ａさん：先生、ちょっと言っていることが分かりにくいです。 

先 生：わかりやすく言うならば、大学の学びを調べて、そこでＡさんが何を学びたい 

のかを明確にすることだね。 

大学の教育目標を自分なりにふくらませて示すことと言ってもよいだろうね。 

Ａさん：なんとなくですが、わかったように思います。 

先 生：なんとなくかあ、まあこれから徐々に理解していけばいいよ。 

Ａさん：そうします。 

先 生：今後は、全体を文章化してみて、それからまた先生のところに持っておいで。 

細かいところを修正したり、加筆したりしよう。お疲れ！ 

Ａさん：先生、本当にありがとうございました。 

まだまだ頑張りますので、これからもよろしくお願いします。 

 

 


